
特別資料貸出について
郷土・資料調査室が所蔵する貴重な資料は、出版や映像における地域のPR素材と

して、または学術研究のた捌こ、複製物の特別貸出や特別撮影をおこなっています。ご

希望の方は、郷土・資料調査室のホームページで申請の詳細をご確認ください。許可に

あたりましては、利用目的や企画内容を総合的に判断させていただきます。

平成25年度の特別取扱件数

特別貸出：33件177点（写真素材：145点、刊行物．31点、浮世絵1点）

特別撮影．1件1点（地図1点）

種別：映像・番組制作12件、教育・学術研究12件、出版10件
・主な資料提供先：TBSテレビ「噂の1東京マガジン」、ワールドフォトプレス「モノ・マガ

ジン」、デアゴステイ一二・ジャパン「週刊R本の100人」、ジャズジャパン「JAZZJAPAN」

ほか
・主な提供資料：高相嘉男氏写真コレクション、絵葉書、浮世絵など

（平成26年1月末日現在）

平成26年度の企画展

平成26年度の郷土・資料調査室では、下記の企画

展を予定しています。詳細は広報たいとう、ホームページ、

ポスター、チラシ等でご案内します。

なお下記の展示に関して、専門員によるスライド・トー

ク（展示解説）を実施します（所要時間30分程度、申込

不要）。

「吉原を細かく見るl（仮）」
6月20日（金）～9月17日（水）

『吉原細見』を中心に、浮世絵なども紹介します。

下町風俗資料館と連携し、関連講演会などを実施予定。

「日記が詰る台東区（仮）」
9月19日（金）～12月17日（水）

江戸時代の区内を措写した日記をとり上げます。

史跡散歩を予定。

「台東区ゆがJの文学　近代の作家たち（仮）」
12月19日（金）～3月18日（水）

「百貨店の時代　松坂屋の復興（仮）」
3月20日（金）～6月中旬

▲rモノ・マカジンJ2013年

6－2号特集カチクラハシ

（御徒町・蔵前・浅草橋
地域）

ただいま開催中
浅草を見つめつづけた写真家高相嘉男写真展

「ストリート・ストーリー」

平成26年3月21日（金・枕）～6月15日（日）

浅草の花川戸に住んでいた写真家高相嘉男氏。平成8

年に氏の撮影された写真コレクションの一部が図書館に寄

贈され、昭利30年頃から平成初期までの浅草等の様子が

うかがえる貴重な資料として図書館で公開しています。郷土・

資料調査室では、平成21年から定期的に「高相嘉男写真

展」を実施してきました。今回の写真展のテーマは「道」です。

高相嘉男氏が切り取った、皆様がよく知っている台東区の数々

の「道」の姿を紹介します。

▲上野広小路

台東区立中央図書館

郷土・資料調査軍報
2014・平成26年3月第4号

▲図1〔新吉原細見〕吉永元年（1848）初秋刊　通常の細見。

吉原大門までの高札場、見返り柳などが描かれる。
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▲図2〔新吉原細見〕慶応元年（1865）仲秋序刊　細見のパロ

ディ。風雷神門（雷門）までの並木道の様子と料理店の名が連
ねてある。
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今回から、「書庫を播く」と題し、中央図書館郷土・資料調

査室が所蔵する貴重資料を順次ご紹介していきます。

皆さんは、『吉原細見』という書物をご存知でしょうか。略し

て「細見」とも呼ばれ、江戸時代中期から制作された、妓横や

遊女の名などを明細に記した江戸吉原の案内書です。安永

年間（1772－81）から、春秋2回の刊行になり、以後幕末、明治・

大正まで刊行され続けました。

「細見」の構成は、冒頭に遊女の値段、序文、水茶屋の名、

続いて江戸町一丁目から始まる妓楼と遊女の名が半丁（1頁

分）に2軒あるいは4軒ずつ掲載されます。巻末には芸者名、

田町や龍泉寺町などの近辺の茶屋や船宿の名前が載せられ、

最後に刊記として、年代と出板著名があります。中央図書館

には「細見」が、26種所蔵されています。この中から、ちょっと

変わった「細見」をご紹介しましょう。

序文の次に載せられる情報は、図1に見られるように、水茶

屋の店の名が並び、突き当たりに吉原大門があるのが通常

のものです。しかし図2では、左端、突き当たりに浅草観世音

の風雷神門が措かれ、浅草寺門前に位匿した料理屋の名

前が連ねてあります。実は本書は、吉原細見のパロディです。

通常遊女の名を記す妓楼の区画には、酒屋、呉服屋、小間

物屋など様々な商店の屋号と商品名が記してあります。屋号

には「新川屋酒蔵」「太物屋呉服郎」などとあり、実在する
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商店ではなく、架空のものだとわかります。

図3は、一枚刷で彩色がほどこされた地図形式の細見で

す。年代は不明ですが、本文の内容により、弘化4年（1847）

のものとわかります。

『吉原細見』で紹介される遊郭は、区内千束の地だけで

はありません。図4は、本体の「細見」に掛けて売られた「袋」

です。「かりたく（仮宅）」とは遊郭が火災に遭った時、一時

的に吉原周辺の百姓家に仮

営業を許可された臨時の遊

里です。浅草聖天町や浅草

花川戸町、また深川永代寺門

前町など24か町に分かれて

営業された様子がわかります。

本年6月中旬より、郷土・資

料調査室では、今回紹介した

資料を展示する「青原を細か

く見る！（仮）」展を行う予定です。▲図4
「しんよしはらかりたく細見記」袋

安政3年（1856）仲夏刊

（郷土・資料調査室専門員平野恵）

郷土・資料調査室紹介

【地図棚編】

郷土・資料調査室内の隅にある「地図棚」には、主にサ

イズの大きな地図が多種収納されています。自由にお手に

取ってご利用ください。地図を複写される際は、著作権法

の定めにより、1／2までの範囲となります。

［　nll　　　－　　11＿　＿＿‾

▲昭和25年浅草寺仲兄世付近の火災保険図（都市製図社）。建物一軒一軒が

確認でき、現在の住宅地図に似ています。

「柏木寮文書」

翻刻版を刊行しました

時計が普及していなかった江戸時代、時報の中心手

段であったのが「時の鐘」です。江戸でも複数の時の鐘

が設置され、区内には、寛永寺（上野）と浅草寺（浅草）

に設置されていました。寛永寺時の鐘の鐘接頭を代々

務めていた相木家にあった幕末・明治期の古文書が、

郷土・資料調査室に所蔵されています。

鐘撞頭自身による記録は、時の鐘の実態がうかがえる

貴重な資料といえます。本

資料を広くご覧いただくため、

このたび翻刻し、「柏木家文

書」として刊行しました。歴史・

文化研究に携わる団体・個

人の研究の一助として活用

していだだけるよう、配付し

ています。ご希望の方は、郷　一警護

土・資料調査室にお申し込

みください。

▲『相木家文書』表紙

▲地図棚　手前の書棚憫川二は全国の地形図が、奥の壁側には主に火災保険図や
地箱図、古地図が収納されています。

主な地図は以下のとおりです。

①地形図（国土地理院）：日本全国の基本図

②火災保険図（都市製図社）：

戦後の区内の建物を町域別に示した地図

③地籍図（内山模型製図社ほか）：

明治～昭和初期の土地区画と地番を町域別に示した地図

④その他、江戸から近年にかけての東京や台東区の各種大
判地図

お探しの地図が見つからない方は、係員にお尋ねください。

平成25年度の企画展

「復興」
3月23日（金）～6月16日（日）

会期中入室者：14，607名

◆講演会「建築史の視点から見る震災復興～関東大震

災、戦災、そして東日本大震災～」／

6月1日（土）／講師：志村直愛氏（東北芸術工科大学

教授）／参加者数：28名 腰．三一至＿∴
「歌舞伎のまち、浅草猿薯町～江戸っ子があこがれた、粋でおしゃれな芝居町～」

6月21日（金）～9月18日（水）

会期中入室者：15，399名

◆講演会「芝居町浅草猿若町の成立」

／7月20日（土）／講師：宮本瑞夫氏（元立教女学院

短期大学学長）／参加者数：94名

▲「呼子鳥和歌三町全図」（宮本記念財団蔵）

「『坂本村文書』と入谷の植木屋～明治期農村の都市化」

9月20日（金）～12月18日（水）

会期中入室者：13，599名

◆史跡散歩「坂本村を歩く」／11月9日（土）／

講師：平野　恵（郷土・資料調査室専門員）／

参加者数：21名

◆専門員によるスライド・トーク（展示解説）／

10月4日（金）／参加者数：15名（2回分合計）　　　▲史跡散歩

「かつて浅草にあったコレクションたち。浅草文庫と台東図書瀬」

12月20日（金）～平成26年3月19日（水）

会期中入室者．9β18名（2月16日現在）

◆講演会「東京国立博物館の蔵書の流れと浅草文庫」■、－ふ

／1月25日（土）／講師：佐々木利和氏（北海道大学

教授）／参加者数：41名

◆図書館員によるリレー・トーク「台東図書館のあゆみ」

／2月16日（日）／参加者数：21名

◆専門員によるスライド小一ク（展示解説）／1月10日（金）

／参加者数：18名（2回分合計）／2月13日（木）／

参加者数：15名（2回分合計）
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